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今
号
に
は
、
論
文
二
編
、
研
究
ノ
ー
ト
一
編
、
資
料
と
し
て
翻
印
三
編
、
書
籍
目
録
一
編
を
収
録
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
近
刊
の
な
か
で
は
論
文
数
が
少
な
く
な
っ
た
の
は
や
や
残
念
で
あ
る
が
、
ベ
ト
ナ
ム
の
筆
談
に
関
す
る
総
説
を
東
京
大
学
の
岩
月
純
一
氏
の
仲
介
に
よ
っ
て
阮
黄
申
・
阮
俊
強
両
氏
か
ら
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
。
感
謝
申
し
上
げ
る
。
残
念
な
が
ら
今
回
掲
載
に
至
ら
な
か
っ
た
論
文
も
あ
る
が
、
ぜ
ひ
次
号
以
降
を
期
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
▼
今
号
に
収
録
さ
れ
た
諸
作
の
内
容
を
見
て
も
、
漢
字
に
よ
る
多
様
な
「
筆
談
」、
幕
末
の
文
論
、
日
中
外
交
、
釈
奠
な
ど
、
「
日
本
漢
文
学
」
は
本
来
的
に
多
国
間
の
知
識
伝
播
と
そ
れ
に
と
も
な
う
変
容
、
そ
の
間
の
比
較
な
ど
、
国
際
的
な
視
野
を
不
可
欠
と
す
る
。
ま
た
Ｓ
Ｒ
Ｆ
事
業
に
よ
っ
て
刊
行
中
の
「
講
座　
近
代
日
本
と
漢
学
」
で
示
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
、
文
学
・
言
語
・
思
想
・
宗
教
・
歴
史
・
芸
術
・
教
育
・
社
会
・
自
然
科
学
な
ど
多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
可
能
な
学
際
性
を
持
ち
、
ま
だ
ま
だ
開
拓
の
余
地
が
大
き
い
分
野
で
あ
る
。
▼
二
〇
一
六
年
か
ら
本
学
で
着
手
し
た
Ｓ
Ｒ
Ｆ
事
業
「
近
代
日
本
の
「
知
」
の
形
成
と
漢
学
」
は
間
も
な
く
終
了
す
る
が
、
こ
の
五
年
間
で
寄
贈
・
寄
託
・
購
入
資
料
は
漸
増
し
た
。
国
際
的
研
究
交
流
を
促
進
す
る
一
方
で
、
自
然
災
害
や
疫
病
流
行
な
ど
リ
ス
ク
管
理
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
時
代
に
な
っ
た
。
今
後
と
も
開
か
れ
た
学
問
領
域
の
確
立
、
ま
た
開
か
れ
た
誌
面
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
と
思
う
の
で
、
ぜ
ひ
関
心
を
も
っ
て
見
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
国
内
外
か
ら
の
投
稿
も
歓
迎
す
る
。
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